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平成26年7月5日号

57 写真：6月14日に行われた第14回黒磯駅前キャンドルナイト。
　　　夕闇の中、黒磯小6年生が手作りしたサッカーワールドカップ開催記念オブジェなど
　　　約2000本のキャンドルがともされると、淡くやさしい光が会場を包みました
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検討事項など

○黒磯市・西那須野町・塩原町合併協議会設立

○第 8回合併協議会で、「新市の事務所の位置は、新庁舎建設までの間、現在の黒磯市役所の位置とし、将来の庁舎
の位置は那須塩原駅周辺とする」ことが決定された

○新市建設計画策定（主要事業の中に新庁舎建設を盛り込む）

○那須塩原市誕生

○第 1次那須塩原市総合計画策定（新庁舎の整備については、位置や規模の検討を進めることや財源の確保を図る
ことを盛り込む）

○那須塩原市新庁舎整備基金条例を制定（平成 19年度の当初予算に 1億円の積立予算を計上）

○新市建設計画や第１次総合計画に基づき、新庁舎建設に関する検討を庁内で進めていたが、東日本大震災に起因す
る東京電力福島第一原子力発電所の事故により、喫緊の課題である放射能対策を最優先に取り組むこととし、新庁舎
建設の検討は、一時延期することとした。また、第 1次総合計画後期基本計画策定時に新庁舎建設に関する市民ア
ンケートを平成 22年度に実施した

○新庁舎建設の検討に向けた市民参画組織を設置（庁舎建設市民検討懇談会）
○市議会において、新庁舎建設の検討組織を設置（庁舎建設検討特別委員会）
○新庁舎建設の検討に向けた庁内検討組織を設置（庁舎建設庁内検討委員会、幹事会、ワーキンググループ）

年

平成 15年

平成 16年

平成 17年

平成 19年

平成 19 年～
25年

平成 26年～

【表 1：これまでの経緯】

【表 2：新庁舎建設の検討体制】

市民参画組織 庁内組織 市議会

組
織
名
称
・
連
携
体
制

　委員…計 16人
　　・学識経験者　1人
　　・市内各種団体の代表または団体
　　　からの推薦者　8人
　　・公募者　3人
　　・市の関係職員（部長級）　4人

　
　

　委員…8人
庁舎建設

庁内検討幹事会

庁舎建設庁内検討
ワーキンググループ

連携

連携
新庁舎建設を考える
　　～庁舎建設に関する検討を開始～

　

市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
は
、
旧
3
市
町
の
合
併
協
議
の
中
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
建
設
の
方
向
性
が

合
併
協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
、
本
市
の
最
重
要
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
合
併
後
も
庁
内
で
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
放
射
能
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組
む
た
め
、
新
庁
舎
建
設
に
関

す
る
検
討
を
一
時
延
期
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
合
併
特
例
債
の
期
間
が
10
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新

庁
舎
建
設
に
関
わ
る
検
討
を
再
開
し
、
合
併
時
の
協
定
項
目
お
よ
び
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
庁
舎

建
設
市
民
検
討
懇
談
会
な
ど
を
設
置
し
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
民
検
討
懇
談
会
が
始
動

　

新
庁
舎
の
建
設
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
の
参
画
に
よ
り
新

庁
舎
建
設
に
必
要
な
意
見
や
提
案

を
反
映
し
た
庁
舎
建
設
に
関
す
る

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
庁

舎
建
設
市
民
検
討
懇
談
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

同
懇
談
会
の
委
員
は
、
4
月
に

募
集
し
た
３
人
の
公
募
委
員
の
ほ

か
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
、
地
域

婦
人
会
連
絡
協
議
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
、
子
ど

も
子
育
て
会
議
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
な
ど
の
各
種
団

体
に
お
け
る
代
表
者
や
学
識
経
験

者
な
ど
計
16
人
で
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

5
月
28
日
に
第
１
回
目
の
市
民

検
討
懇
談
会
を
開
催
し
、
会
長
に

宇
都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

の
三
橋
伸
夫
教
授（
学
識
経
験
者
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か

ら
現
在
の
本
庁
舎
の
現
状
や
新
庁

舎
建
設
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
自
由
討

議
で
は
、
委
員
か
ら
「
市
が
誕
生

し
て
も
う
す
ぐ
10
年
に
な
る
が
市

民
の
一
体
感
が
何
よ
り
重
要
で
あ

る
」、「
新
庁
舎
の
建
設
は
新
市
の

象
徴
的
な
位
置
付
け
と
し
て
議
論

し
て
い
き
た
い
」、「
合
併
特
例
債

の
期
間
は
、
何
年
間
延
長
さ
れ
る

見
込
み
な
の
か
」、「
情
報
提
供
の

方
法
と
し
て
、
広
報
誌
で
特
集
を

組
ん
で
発
信
し
た
ら
ど
う
か
」
な

ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
同
懇
談
会
で
は
「
新
庁

舎
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
」、

「
新
庁
舎
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
」、「
新
庁
舎
の
整
備
位
置
」、

「
新
庁
舎
の
整
備
時
期
」
に
つ
い

て
の
検
討
、
協
議
を
進
め
、
新
庁

舎
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
「
利
便
性
」、「
防
災
」、「
市
民

協
働
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

何
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
愛
さ
れ
る
庁
舎
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
懇
談
会
の
会
議
経
過

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

本
企
画
情
報
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
６

事務局　企画情報課

↓
第
1
回
市
民
検
討
懇
談
会
で
会
長
に
選
出

さ
れ
た
三
橋
委
員
（
左
端
）

事務局　議会事務局

庁舎建設
市民検討懇談会

現在の市役所本庁舎

連携庁舎建設
庁内検討委員会

庁舎建設
検討特別委員会
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平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
特
別
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
税
率
や
法
定
軽
減
の
判
定
基
準
な
ど
を
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
を
反
映
し
た
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
、
７
月
15
日
に
世
帯
主
あ
て
に
送
り
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

本
国
保
年
金
課　

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
２
９

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
に
つ

い
て

　

本
課
税
課　

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
２
０

○
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ

い
て

　

本
収
税
課　

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
９
０

【税率などの改正】
　国民健康保険税は、①医療給付費分、②後期高齢者支援金分、③介護納付金分（40
歳～ 64 歳）をそれぞれ計算し、その合計で税額を決定します。今回の見直しで、①～
③の税率や課税限度額などを次のとおり改正します。

区分 改正前 改正後 比較

①
医
療
給
付
費
分

所得割税率 7.4% 7.2% △ 0.2%
資産割税率 12.0% 12.0% －
均等割額（1人当たり） 23,000 円 20,000 円 △ 3,000 円
平等割額（1世帯当たり） 21,000 円 18,000 円 △ 3,000 円
課税限度額 470,000 円 500,000 円 30,000 円

②
後
期
高
齢
者

　
　
支
援
金
分

所得割税率 2.0% 2.0% －
資産割税率 6.0% 6.0% －
均等割額（1人当たり） 5,900 円 5,900 円 －
平等割額（1世帯当たり） 6,100 円 6,100 円 －
課税限度額 120,000 円 130,000 円 10,000 円

③
介
護
納
付
金
分

所得割税率 2.0% 2.0% －
資産割税率 7.2% 7.2% －
均等割額（1人当たり） 8,000 円 8,000 円 －
平等割額（1世帯当たり） 4,900 円 4,900 円 －
課税限度額 90,000 円 100,000 円 10,000 円

【法定軽減の判定基準の改正】
　法定軽減とは、一定の所得金額以下の場合、均等割額と平等割額を 7・5・2 割軽減す
る制度です。今回の見直しで、5 割軽減と 2 割軽減の判定基準を次のとおり改正し、対
象範囲を拡大します。（7 割軽減は変更ありません。）

改正前 改正後
2割軽減 33万円＋35万円×被保険者数 33万円＋45万円×被保険者数
5 割軽減 33万円＋24万5千円×（被保険者数－世帯主） 33万円＋24万5千円×被保険者数

※介護納付金分の均等割額は、40歳～ 64歳の人数で計算します。

新任された各委
員を紹介します

　
教
育
委
員

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　

前
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
6
月

6
日
付
け
で
、
田
村
伸
之
氏
が
新

た
に
教
育
委
員
に
就
任
し
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

　

西
教
育
総
務
課

　

☎
０
２
８
７
（
37
）
５
２
３
１

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】　

　

6
月
1
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
長
谷
部
和
子

氏
と
原
靜
江
氏
が
、
新
た
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
地
区　
西
那
須
野
北
部

担
当
区
域　
西
赤
田

☎
０
２
８
７
（
36
）
６
６
５
７

地
区　
西
那
須
野
南
部

担
当
区
域　
一
区
町
（
南
部
）

☎
０
２
８
７
（
37
）
８
５
４
３

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

7
月
1
日
付
け
で
、
岩
橋
清
氏

が
、
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　　　　　

現
在
、
市
に
は
13
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
、
相
談
業
務
の
ほ
か
、

各
学
校
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、

人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、
人
権
擁

護
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
人
権
相
談
」
の
開
設
日
時
、

場
所
は
、
広
報
な
す
し
お
ば
ら
の

毎
月
20
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
３
５

田村伸之氏

長谷部和子氏原靜江氏

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
高
齢
者
、
障

害
者
、
児
童
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
な
ど
の
相
談
や
地
域
福
祉
の

推
進
を
担
っ
て
い
ま
す
。

岩橋清氏

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
を

忘
れ
ず
に

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
必
要

が
あ
る
人

　

国
民
健
康
保
険
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組

合
、社
会
保
険（
健
康
保
険
、共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）
の
被
保
険
者

お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、
全

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

退
職
な
ど
の
理
由
で
社
会
保
険

を
脱
退
し
た
人
は
、
国
民
健
康
保

険
へ
の
加
入
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
遅
れ
て
も
、
社
会

保
険
の
資
格
喪
失
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
加
入
の

届
け
出
は
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
人
の
場

合
に
は
、
届
け
出
の
際
、
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書
と
印
か
ん
が

必
要
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す
る

人
　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
た

め
、
社
会
保
険
と
国
民
健
康
保
険

の
両
方
の
被
保
険
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪

失
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
で
、
社
会
保

険
料
と
両
方
を
納
め
て
い
る
状
態

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
退
の

届
け
出
は
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
社
会
保
険
に
加
入
し
た
人
は
、

届
け
出
の
際
、
社
会
保
険
被
保
険

者
証
ま
た
は
健
康
保
険
資
格
取
得

証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

法
定
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
、
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す

　

今
回
の
改
正
で
対
象
範
囲
を
拡

大
し
た
法
定
軽
減
は
、
世
帯
主
や

被
保
険
者
が
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
と
、
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
収
入
が
な
か
っ
た
り
、

非
課
税
の
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

だ
け
の
人
な
ど
も
、
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
20
歳
未
満
で
収
入
が
な
い
人

は
、
申
告
不
要
で
す
。

副
市
長
に
人
見
寛ひ

ろ
と
し敏
氏
が
就
任

　　

昭
和
54
年
4
月
旧
黒
磯
市
職
員

と
し
て
採
用
。
平
成
24
年
4
月
健

康
増
進
課
長
。
25
年
4
月
保
健
福

祉
部
長
。
58
歳
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
近
所
の
ガ

キ
大
将
に
く
っ
つ
い
て
那
珂
川
で

魚
取
り
、
雑
木
林
で
ク
ワ
ガ
タ
ム

シ
取
り
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し

た
。

　

生
活
排
水
に
汚
れ
て
い
く
那
珂

川
を
守
り
た
い
と
旧
黒
磯
市
の
下

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

水
道
課
に
奉
職
し
て
以
来
、
郷
土

を
愛
す
る
気
持
ち
だ
け
は
誰
に
も

負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　

那
須
塩
原
市
が
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
「
人
々

か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
の

魅
力
が
さ
ら
に
増
す
よ
う
、
阿
久

津
市
長
を
支
え
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

市
職
員
の
人
事
異
動
（
7
月

1
日
付
け
）

部
長
級

保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
兼
社
会
福
祉
課
長

松
江
孝
一
郎
（
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
長
）
昇
任

※
（　

）
内
は
、
前
所
属
・

職
名
で
す
。

　

平
成
26
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
、
人
見
寛
敏
氏
が
、
7
月
1
日
付
け
で
副
市
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
な
お
、
前
副
市
長
の
渡
邉
泰
之
氏
は
、
6
月
30
日
付
け
で
退
任
し

ま
し
た
。

　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

問
い
合
わ
せ

　

本
総
務
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
７
６

副市長　人見寛敏氏
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 今月のテーマ

　

は
が
き
や
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を

請
求
さ
れ
た
と
い
う
架
空
請
求
の

相
談
が
増
え
は
じ
め
た
の
は
10
年

以
上
前
で
す
。
そ
の
後
、
官
民
を

あ
げ
て
の
被
害
撲
滅
に
向
け
た
取

り
組
み
も
あ
り
、
相
談
件
数
は
順

調
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
平
成

24
年
度
か
ら
再
び
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

架
空
請
求
は
、
従
来
、
は
が
き

に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
電

子
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
「
総
合
情
報
サ
イ
ト
利
用
料｣

や｢

モ
バ
イ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用

料｣

、｢

有
料
サ
イ
ト
利
用
料｣

と

い
う
よ
う
に
、
詳
細
が
よ
く
分
か

ら
な
い
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

利
用
料
名
目
の
請
求
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
具
体
的

な
金
額
を
明
記
せ
ず
に
「
こ
の
ま

ま
で
は
裁
判
や
訴
訟
に
な
る｣

、｢
法
的
措
置
を
と
る｣

、｢

退
会
処
理

希
望
の
方
は
本
日
中
に
連
絡
く
だ

さ
い｣

な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
、

請
求
者
に
連
絡
を
と
ら
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

①
請
求
者
に
連
絡
し
な
い
、
支
払

わ
な
い
…
「
本
日
中
に
連
絡
く
だ

さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
慌

て
て
請
求
者
に
連
絡
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
け
れ
ば
、
料
金
の
請
求
を

受
け
て
も
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
…
支
払
い
義
務
が
あ
る
か
ど
う

か
自
分
で
分
か
ら
な
い
場
合
や
不

安
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

脅
迫
さ
れ
た
場
合
や
身
辺
に
不

安
を
感
じ
る
場
合
は
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

「ご用心！架空請求のトラ
ブルが再び増加」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

ア
ド
バ
イ
ス

請
求
の
名
目

最
近
の
手
口

　  問い合わせ
　  ○年金について　大田原年金事務所 ☎0287(22)6311
　  ○年金・人間ドックについて　 
　　  本国保年金課  ☎0287(62)7129　西市民福祉課  ☎0287(37)5103　塩総務福祉課  ☎0287(32)2988

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
、
一
部
の
国

民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

8
月
か
ら
使
用
す
る
受
給
者
証

な
ど
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
8
月
1
日
以
降
は
新
し
い

受
給
者
証
な
ど
を
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

70
歳
～
74
歳
の
人
に
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け

る
と
き
に
は
、
国
民
健
康
保
険
証

（
う
す
緑
色
）
と
高
齢
受
給
者
証

の
両
方
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
割
合
が
1
～
3

割
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
し
、
老
後
の
生
活
保
障

で
あ
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
過
去
２
年
（
２
年
１
カ
月
前
）
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

  

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

  

証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

  

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

  

証
を
郵
送
し
ま
す

◆
申
請
免
除

　

申
請
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
（
一

部
納
付
）
が
あ
り
、
本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
の

所
得
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
一
部
免
除（
一
部
納
付
）
の
承
認
を
受
け
た
場

合
、
減
額
さ
れ
た
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
、
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

※
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金

額
に
反
映
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
期
間
不
足
で
年

金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
猶
予
制
度

①
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
が
対
象
と
な
り
、
世
帯
主
の
所

得
に
関
わ
ら
ず
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
審
査
に

よ
り
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

②
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
が
対
象
と
な
り
、
本
人
の
み
の
所
得
審
査

に
よ
り
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
・
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
将
来
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

◆
期
間
の
取
り
扱
い

　

全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
お
よ
び
一
部

免
除
を
受
け
て
減
額
さ
れ
た
残
り
の
保
険
料
を
納

め
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
と
同
じ
く
、
受
給
資
格
期
間
の
中
に
含
ま
れ
ま

す
。

◆
年
金
額
と
の
関
係

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
際
に
は
、
免
除
を
承

認
さ
れ
た
割
合
に
応
じ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
際
に
は
、
満
額
の
年
金
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
追
納
の
注
意

　

追
納
は
10
年

前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
で
き
ま

す
。
３
年
度
目

以
降
は
、
免
除

や
猶
予
さ
れ
て

い
た
と
き
の
金

額
に
加
算
額
が

発
生
し
ま
す
の

で
、早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

区分 納付保険料
全額納付 15,250 円
全額免除 納付なし

3/4 免除 1/4
納付   3,810 円

半額免除 半額納付   7,630 円
1/4
免除 3/4 納付 11,440 円

一部納付する場合の月額保険料
（平成 26 年度）

　被保険者の病気の早期発見、健康の保持増進を図る
ため人間ドックの費用を一部助成します。
◆対象　納期限の過ぎている国民健康保険税を完納
している世帯の 30 歳～ 74 歳の国民健康保険被保険者
※ 40 歳以上の人で、今年度、特定健康診査を受診し
た人は対象外です。
◆検診機関・種別
○菅間記念病院
　一泊ドック・日帰りドック・脳ドック　
○那須脳神経外科病院
　脳ドック
○国際医療福祉大学病院
　一泊ドック・日帰りドック・脳ドック
○那須中央病院（大田原市下石上 1453）
　一泊ドック・日帰りドック・脳ドック

○那須赤十字病院（大田原市中田原 1081 － 4）
　日帰りドック・脳ドック
○国際医療福祉大学塩谷病院（矢板市富田 77） 
　一泊ドック・日帰りドック・脳ドック
○栃木県保健衛生事業団（宇都宮市駒生町 3337 － 1）
　日帰りドック
◆助成額　・一泊ドック　　3 万 2,400 円
　 　 　 　・日帰りドック　1 万 9,440 円
　 　 　 　・脳ドック　　　1 万 9,440 円
※自己負担の額は、検診機関により異なります。
◆実施期限　来年 3 月 31 日㈫
◆申込方法　国民健康保険証と印かんを持参し、本国
保年金課 、西市民福祉課、塩総務福祉課、箒根出張所の
窓口で申し込んでください
※電話での申し込みはできません。
◆申込期限　来年 2 月 27 日㈮

人間ドック費用の一部を国民健康保険が助成します

※
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所

得
金
額
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証

　

70
歳
未
満
で
人
工
腎
臓
（
人
工

透
析
）
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎

不
全
の
人
の
国
民
健
康
保
険
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
は
、
毎
年
8
月

1
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

※
血
友
病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
の
人
は
、
8
月

以
降
も
現
在
の
受
療
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の

前
年
の
所
得
金
額
に
よ
り
判
定
さ

れ
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
診
療
を
受
け
る
際
に
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
な
ど
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
1
カ
月
あ
た

り
の
医
療
費
の
支
払
い
が
一
定
額

に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院

時
の
食
事
代
も
減
額
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
ど
ち
ら
に
も
該
当

す
る
人
は
、
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険
証
に
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。

①
今
ま
で
に
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人

②
世
帯
員
全
員
が
、
今
年
度
の
住

民
税
に
つ
い
て
非
課
税
で
あ
る
人

◆
期
限
切
れ
と
な
る
受
給
者
証
な

ど
は

　

8
月
以
降
に
、本
国
保
年
金
課
・

西
市
民
福
祉
課
・
塩
総
務
福
祉
課
・

箒
根
出
張
所
の
い
ず
れ
か
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課　

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課　

　

☎
０
２
８
７
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　

☎
０
２
８
７
（
32
）
２
９
８
８
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　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

流
し
踊
り
の
様
子

とき　７月26日㈯午後３時～９時
　　　（小雨決行。荒天時は翌日の同時間帯に開催）
　　　※交通規制は午後 2 時 30 分～ 9 時 30 分。
ところ　西那須野駅西口駅前周辺
　　　　（会場図を参照してください）
※主なイベント、時間、場所は予定です。詳しく
は、当日配付のプログラムで確認してください。
問い合わせ
　西那須野ふれあいまつり実行委員会事務局

　　産業観光建設課　☎ 0287（37）5107　
　ふれあいまつり自主イベント実行委員会事務局

　西那須野商工会　☎ 0287（36）0697　

第31回西那須野ふれあいまつり

№ 駐　車　場 利用可能時間

① 東小学校校庭

午後2時30分
～10時

② 西那須野庁舎前駐車場

③ あたご駐車場

④ 西那須野公民館グラウンド

⑤ 足利銀行西那須野支店

⑥ 旧渡辺経営センター前駐車場

⑦ 大山公園駐車場

⑧ 市営西大和駐車場
（身障者専用３台分含む）

⑨ 阿久津整形外科駐車場 午後３時～10時

○会場および主な指定駐車場案内図

①

③

⑤

⑨

⑥

要町通り

駅前公園通り

桜
通
り

駅
前
通
り

まつり本部

メーンステージ

東小学校

足利銀行
西那須野公民館グラウンド

あたご駐車場

西
那
須
野
庁
舎

②
庁舎前

④

大山公園駐車場 ⑦

⑧

旧渡辺経営センター前

阿久津整形外科
駐車場

西那須野駅

西那須野中学校 那須拓陽高校

国
道
４
０
０
号

交番

AQUAS
市営西大和駐車場

至国道４号

至
黒
磯

至
宇
都
宮

※場所の略は、公園：西那須野駅前公園通り、駅前：西那須野駅前通り、要町：要町通り、桜：桜通りです。

至塩原温泉

至大田原

！

至大田原

　会場周辺の迷惑にならないよう、指定の
駐車場を利用してください。
　また、通行の妨げになるため、路上への
駐車はしないでください。

ふれあいまつりで小型家電（個人情報を含むものに限る）および廃食用油を回収します
◆とき　7 月 26 日㈯午後 3 時～ 5 時 30 分
◆ところ　第 31 回西那須野ふれあいまつりイベント会場
内小型家電回収所
◆回収品目
○小型家電（個人情報を含むもの）…携帯電話、デジタルカ
メラ、ビデオカメラ、ゲーム機、携帯音楽プレーヤー、電
子辞書、カーナビなど
※家電リサイクル法対象品（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機、衣類乾燥機、エアコン）、パソコンは対象外です。
○使用済み食用油（天ぷら油）…植物油のみ

※ラードや機械油は回収できません。
◆注意
・個人情報は必ず消去してください
・電池は取り外してください
・回収した小型家電は返却できません
・廃食用油を入れるペットボトルは、洗って乾かしたもの
を使い、油が漏れないようふたはしっかり閉めてください
・回収は、家庭から排出されるものに限ります。事業所か
ら排出されるものは対象外です
◆問い合わせ　本環境対策課　☎ 0287 (62)7301

　

詩
吟
と
は
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
を

独
特
の
節
回
し
で
吟
ず
る
（
歌
う
）、

日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
す
。

　

市
内
で
も
、
こ
の
伝
統
芸
能
を
継

承
し
て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
そ
の
う
ち

の
一
つ
、
吟

ぎ
ん
り
ょ
う
り
ゅ
う

亮
流
吟ぎ

ん
ぷ
う
か
い

風
会
の
道
場
を

取
材
し
ま
し
た
。

　

詩
吟
と
聞
く
と
、「
難
し
い
」、「
年

配
の
人
の
割
合
が
多
い
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
取
材
を
し
て
み
る
と
、

一
人
で
吟
ず
る
「
独ど

く
ぎ
ん吟

」
の
ほ
か
、

複
数
人
で
順
に
吟
ず
る
「
連れ

ん
ぎ
ん吟

」

や
合
唱
の
よ
う
に
声
を
合
わ
せ
る

「
合ご

う
ぎ
ん吟
」、
吟ぎ

ん
え
い詠
に
剣
舞
な
ど
を
伴
う

も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
子
ど
も

た
ち
も
加
わ
り
、「
富
士
山
」
や

「
朧
お
ぼ
ろ

月
夜
」
な
ど
、
私
た
ち
に
も

な
じ
み
の
あ
る
歌
を
元
気
よ
く
吟

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
真
剣
な
姿

に
、
大
人
た
ち
も
感
動
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

練
習
は
、「
道
を
守
り
、
礼
を

つ
く
し
、
真
心
を
交
し
合
う
こ
と

を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
、
吟
亮

流
の
信
条
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
練
習
の
様

子
を
見
て
い
て
も
、
教
え
を
守

り
、
相
手
を
敬
い
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
詩
吟
を
通

し
て
、
先
人
の
心
情
や
生
き
様
、

人
間
と
し
て
の
温
か
み
な
ど
、
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

↑独吟（写真左）と合吟（写真右）を聞か
せてもらいました

　

吟
亮
流
吟
風
会
で
は
、
那
須
地

区
芸
術
祭
、
社
会
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
会
場
を
訪
れ
、
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
聞
き
手
に
感
動
を
与
え
る

吟
を
奏
で
ら
れ
る
よ
う
、
熱
心
に

詩
吟
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
参
加

者
に
と
っ
て
人
生
の
栄
養
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
度
は
、
他
の
団
体
と
協
力

し
、
西
那
須
野
産
業
文
化
祭
に
も

参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
会
場
を

訪
れ
、
詩
吟
の
世
界
を
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
執
筆

　
ま
ち
か
ど
通
信
員
　
藤
崎
　
清

地
域
で
の
取
り
組
み

人々に感動を与えるために
～市文化協会に加盟する詩

しぎん

吟道場を取材しました～

詩
吟
の
奥
深
さ
を

　
　
　
　

感
じ
ま
し
た

↑毎回大きな声で信条を読み上げます

↑豪快に、でも丁寧に吟じるためのポ
イントを解説

サブステージ

主なイベント 時間 場所（※）
 式典  午後3時～3時20分  メーンステージ
 グルメまつり  午後3時～9時  桜
 要町通りイベント  午後3時～9時  要町
 つきの木もちつき唄  午後3時～6時  駅前
 小学校鼓笛隊・遅沢ば 
 やし山車  午後3時20分～3時50分  公園・桜・要町・駅前

 小学校ブラスバンド  午後3時30分～4時15分  メーンステージ
 疏水レース  午後3時30分～6時  桜

 ヒップホップダンス  午後3時45分～4時45分
 午後5時15分～6時15分  サブステージ

 保育園花笠おどり  午後4時15分～4時30分  駅前
 よさこいソーラン・ 
 ジャズダンス  午後4時30分～4時45分  公園

 那須野ヶ原疏水太鼓  午後4時30分～5時30分  駅前
 三島おはやし・那須苗
 取り田植唄  午後4時45分～5時15分  メーンステージ

 中国少林武術  午後4時45分～5時15分  サブステージ
 仮装大会  午後5時30分～6時55分  メーンステージ
 みこし  午後6時～9時  駅前・公園・桜・要町
 格 闘 技 デ モ ン ス ト
 レーション  午後7時～8時30分  サブステージ

 流し踊り  午後7時30分～8時30分  公園・駅前
 自主イベント  午後3時～9時  会場内各地
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地
籍
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
大
切

な
財
産
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、

国
土
調
査
法
に
基
づ
き
調
査
・
測

量
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
地
図
や

簿
冊
に
ま
と
め
て
活
用
す
る
も
の

で
す
。
調
査
後
は
、
法
務
局
に
備

え
付
け
の
公
図
や
登
記
簿
も
更
新

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
図
の
と
お
り
、
区
域

の
立
ち
会
い
調
査
を
し
ま
す
の

で
、
市
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
と
き

は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
農
林
整
備
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
６
１

食品の放射性物質簡易検査結果（平成 26 年 5 月分）
　5 月に実施した 101 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イチゴ 2 不検出 不検出 2

ウワバミソウ 1 112.0 112.0 1

コゴミ 2 6.1 26.0 2

コシアブラ 6 14.5 1,170.1 2 1 3

サクランボ 1 不検出 不検出 1

サラダホウレンソウ 1 不検出 不検出 1

サンショウ 7 不検出 319.5 1 5 1

シイタケ 4 190.0 544.6 4

シュンギク 1 不検出 不検出 1

ゼンマイ 1 26.0 26.0 1

タケノコ 48 不検出 245.5 9 31 4 4

タマネギ 2 不検出 不検出 2

タラノメ 4 19.2 492.9 2 2

白米 1 不検出 不検出 1
ハルシメジ 1 95.3 95.3 1

フキ 8 不検出 10.9 5 3

ホウレンソウ 3 不検出 不検出 3

ミツバ 1 不検出 不検出 1

ヤマウド 2 8.4 9.0 2

ルバーブ 1 不検出 不検出 1

ワラビ 4 不検出 17.2 3 1

合計 101 ― ― 31 49 6 15
※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

月
8
日
㈬

▼
支
給
時
期　

審
査
終
了
後
、
通

知
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
そ
の
他

○
申
請
書
が
届
い
た
人
で
あ
っ
て

も
、
必
ず
し
も
支
給
対
象
者
と
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

○
支
給
対
象
者
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
８
月
に
な
っ
て
も
申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

（
広
報
な
す
し
お
ば
ら
５
月
５
日

号
掲
載
）
と
重
複
し
て
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

○
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い

・
臨
時
給
付
金
の
申
請
に
手
数
料

な
ど
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん・
国
や
県
、
市
職
員
な
ど
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
支
払

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ

○
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
推
進
室

　
（
本
社
会
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
７
０

○
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
３
７
）
１
９
２

送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
・
勤
務

先
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
す
。

▼
財
産
調
査
…
滞
納
者
の
財
産
に

つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、

保
険
会
社
、
通
信
機
関
な
ど
の
協

力
の
下
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
給
与
調
査
…
財
産
調
査
の
一
環

と
し
て
、
勤
務
先
の
協
力
の
下
、

給
与
支
給
額
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

▼
差
押
処
分
…
不
動
産
、預
貯
金
、

生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動

車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま

す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・

取
り
立
て
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
収
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
０

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
支
給
を

実
施
し
ま
す
。
支
給
対
象
者
と
思

わ
れ
る
人
が
い
る
世
帯
や
個
人
あ

て
に
、「
平
成
26
年
度
分
の
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い

方
へ
の
お
知
ら
せ
」
と
併
せ
て
、

申
請
書
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま

す
。

▼
支
給
対
象
者　

平
成
26
年
1
月

1
日
時
点
で
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
た
人
で
、
平
成
26
年

度
分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
な
い
人

※
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
人
の
扶
養
親
族
お
よ
び
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
を
除

く
。

▼
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
万
円
。
な
お
、
支
給
対
象

者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
場
合
は
５
千
円
を
加

算①
老
齢
基
礎
年
金
②
障
害
基
礎
年

金
③
遺
族
基
礎
年
金
④
児
童
扶
養

手
当
⑤
特
別
障
害
者
手
当
⑥
そ
の

他
の
年
金
・
手
当
な
ど

※
複
数
の
手
当
な
ど
を
受
給
し
て

い
て
も
、
加
算
は
１
人
に
つ
き

５
千
円
が
上
限
で
す
。

▼
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

▼
申
請
期
間　

７
月
8
日
㈫
～
10

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

～
あ
な
た
の
税
が
未
来
を

拓
く
～
市
税
徴
収
強
化
月

間
２
０
１
４
夏

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
は

８
年
と
計
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
委
託
し
た
業
者
が
、
該
当

す
る
家
庭
や
事
業
所
へ
交
換
に
伺

い
ま
す
。

〈
お
願
い
〉

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
よ
う
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
対
象
地
域　

市
内
全
域

▼
交
換
対
象　

平
成
18
年
度
に
検

定
を
受
け
た
水
道
メ
ー
タ
ー

▼
交
換
期
間　

７
月
中
旬
～
２
月

中
旬

※
交
換
を
行
う
業
者
は
、
市
か
ら

業
務
委
託
を
受
け
た
こ
と
を
証
明

す
る
身
分
証
を
携
行
し
て
い
ま

す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
は
無
償
で
す
の

で
、
業
者
が
交
換
費
用
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
２
１
３

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
７
～
８
月
を
「
市
町

村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
４

夏
」
と
し
て
、
県
と
の
協
働
に
よ

り
、
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
財
産
の
調
査
や
、
住
居
・

事
業
所
へ
の
訪
問
・
捜
索
を
行
い
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
税
収
納
率
の
向
上
の
た
め
に
〉

▼
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
…
窓

口
の
業
務
時
間
を
週
に
一
度
、
午

後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

・
本
庁
舎　

毎
週
金
曜

・
西
那
須
野
支
所　

毎
週
木
曜

・
塩
原
支
所　

毎
週
水
曜

▼
納
税
相
談
…
納
期
限
内
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
滞
納
が
累
積

す
る
前
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
納
税
催
告
…
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
人
に
、
催
告
書
の

  
お
知
ら
せ

タイヤロックによる自動車差し押さえの例

三
本
木
地
区
の
地
籍
調
査

を
行
い
ま
す

国
道
4
号

至黒磯

至宇都宮

三本木
対象区域

至
大
田
原
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～
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
～

調
査
票
の
記
入
は
お
済
み

で
す
か
？

那
珂
川
河
畔
公
園
プ
ー
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

金
沢
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

夜
間
開
放
し
ま
す

　

平
成
26
年
7
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
、
全
て
の
事
業
所
・
企
業

を
対
象
と
し
た
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調
査

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

統
計
法
で
は
、
基
幹
統
計
調
査

を
受
け
る
人
に
は
、
調
査
票
に
記

入
し
て
提
出
す
る
義
務
（
報
告
義

務
）
を
、
調
査
を
実
施
す
る
関
係

者
に
は
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
た
こ

と
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

義
務
（
守
秘
義
務
）
を
そ
れ
ぞ
れ

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
の
調
査
票
に
記
入
漏
れ

が
な
い
か
も
う
一
度
確
認
し
、
必

▼
利
用
期
間　

７
月
19
日
㈯
～
８

月
31
日
㈰

※
園
内
清
掃
や
天
候
に
よ
り
、
臨

時
休
園
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
時
間

○
午
前
の
部
…
午
前
9
時
30
分
～

午
後
0
時
30
分

○
午
後
の
部
…
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分

▼
利
用
料
金　

○
幼
児　
　
　
　
　
　

無
料

○
小
学
生
・
中
学
生　

１
０
０
円

○
高
校
生
以
上　
　
　

３
０
０
円

○
65
歳
以
上　
　
　
　

１
５
０
円

▼
休
園
日　

８
月
５
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ　

　

く
ろ
い
そ
運
動
場　

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
３

　

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

家
族
皆
さ
ん
で
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

７
月
19
日
か
ら
８
月
26

日
ま
で
の
毎
週
火･

木･

土
曜（
合

計
15
日
間
）・
午
後
7
時
～
9
時

※
８
月
13
日
㈬
～
16
日
㈯
お
よ
び

水
温
が
20
℃
以
下
の
場
合
は
休
み

で
す
。

▼
利
用
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

  

募
集

　市は地球温暖化対策実行計画【区域施策編】に基づき、温暖化防止に取り組んでいます。計画の中で特に注力して
いる一つに、家庭から排出される二酸化炭素の削減があります。
　ここでは皆さんが手軽にできる省エネのポイントを紹介しますので、ぜひ実践してみてください。いろいろ工夫し
て、使用電力量を減らして、二酸化炭素の排出を削減しましょう。
※熱中症などへの健康被害に対して配慮し、無理のない範囲で協力をお願いします。

問い合わせ　本環境管理課　☎ (62)7193

エアコン
・設定温度の調整を適温に
・フィルターの掃除はこまめに
・ブラインドやカーテンなどで日射の進入をカット
・風向きは上向きに

・設定を「強」から「中」にすることで省エネに
・扉の開閉は短く、少なく
・冷蔵庫の上に物を置かず、放熱スペースを確保

・電球は省エネ性の高い LED ランプなどに
・調光機能を使い、必要な明るさに調節

冷蔵庫

照明

行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

家
庭
か
ら
の
汚
水
（
し
尿
、
生

活
雑
排
水
な
ど
）
を
き
れ
い
な
水

に
し
て
放
流
す
る
た
め
の
浄
化
槽

は
、
維
持
管
理
を
正
し
く
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

　

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ

た
め
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
、

浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
保
守
点
検　

保
守
点
検
は
、
消

毒
剤
の
補
給
や
機
械
の
点
検
・
補

修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
県
に
登
録

さ
れ
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託

し
、
通
常
１
年
間
で
３
～
４
回
の

点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
浄
化
槽
の
清
掃　

浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
と
槽
内
に
汚
泥
が
溜

ま
り
ま
す
。
汚
泥
を
抜
き
取
る
作

業
（
清
掃
）
は
、
お
お
む
ね
年
間

１
回
は
必
要
で
す
。
許
可
清
掃
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
法
で
毎

年
１
回
の
受
検
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
正
し
く
行

わ
れ
、
汚
れ
た
水
が
き
れ
い
に

な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
検
査

で
あ
り
、
浄
化
槽
の
定
期
健
康
診

断
で
す
。

　

県
内
で
は
、
一
般
社
団
法
人
栃

木
県
浄
化
槽
協
会
が
指
定
検
査
機

関
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
保
守
点
検
業
者
・
清
掃
業
者

　

西
下
水
道
課
に
業
者
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
１
０

　

一
般
社
団
法
人
栃
木
県
浄
化
槽

　

協
会

☎
０
２
８
（
６
３
３
）
１
６
５
０

ず
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て
い

る
調
査
員
に
調
査
票
を
渡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
の
事
業
所

は
、
調
査
票
を
経
済
産
業
省
へ
直

接
郵
送
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
で
調
査
に
回

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
５

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

無
料
取
得
期
限
を
延
長
し

ま
し
た

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
証

明
書
を
発
行
す
る
に
は
、
事
前
に

利
用
登
録
を
し
た
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
証
明
書
発
行
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

カ
ー
ド
の
利
用
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
無
料
取
得
期
限　

来
年
6
月
30

日
㈫

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん

②
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障

害
者
手
帳
か
ら
１
点
お
よ
び
、
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
か
ら
１
点

の
２
点
（
２
点
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
後
日
交
付
に
な
り
ま
す
）

③
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
は
印

鑑
登
録
証

④
顔
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
希
望
の
場
合
は
、
顔
写

真
1
枚
（
縦
4
・
5
㎝
×
横
3
・
5

㎝
、
正
面
向
き
・
無
帽
・
無
背
景
で

6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

▼
そ
の
他

・
委
任
状
が
あ
っ
て
も
、
本
人
以

外
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
移
行

し
た
場
合
、
自
動
交
付
機
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

・
西
那
須
野
支
所
に
設
置
し
て
い

る
自
動
交
付
機
は
、
リ
ー
ス
満
了

に
よ
り
12
月
31
日
㈬
に
撤
去
予
定

で
す
の
で
、
お
早
め
に
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
へ
の
移
行
を
お
勧
め

し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
２

緑
化
活
動
の
費
用
を
助
成

し
ま
す

　

市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
緑
の
募

金
」
を
活
用
し
、
市
内
の
緑
化
活

動
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象　

緑
化
の
た
め
に
樹

木
を
植
栽
す
る
活
動
お
よ
び
こ
れ

に
類
す
る
活
動
、
ま
た
は
森
林
お

よ
び
樹
木
の
育
成
の
た
め
の
活
動

で
市
内
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の

▼
活
動
団
体　

対
象
活
動
を
実
施

す
る
各
種
団
体

▼
助
成
額　

１
団
体
５
万
円
以
内

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
新
規

希
望
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
緑
化
推
進
委
員
会
事
務
局

　
（
本
農
林
整
備
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
８

　

県
統
計
課
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
県
民

▼
課
題　

自
由

※
小
学
４
年
生
以
下
は
、
児
童
が

自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結
果

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
。

※
県
統
計
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
過
去
の
作
品
例
な
ど
が
確
認

で
き
ま
す
。

▼
用
紙
の
大
き
さ　

B
２
判（
縦
・

横
、
ど
ち
ら
で
も
可
）

▼
申
込
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※
持
参
の
場
合
の
受
付
時
間
は
、

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
で
す
。

▼
申
込
期
限　

９
月
３
日
㈬
（
県

統
計
課
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
統
計
課
管
理
普
及
担
当

　

〠
３
２
０
―
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１
―
１
―
20

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
２
４
２

平
成
26
年
度
統
計
グ
ラ
フ

県
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

県統計課マスコット
キャラクター

「統計トリ子」

７
月
の
休
日
当
番
医
変
更

の
お
知
ら
せ

　

７
月
の
休
日
当
番
医
（
西
那
須

野
・
塩
原
地
区
）
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
後　

7
月
27
日
㈰

　

み
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク（
一
区
町
）

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
８
２
３
１

※
黒
磯
地
区
・
那
須
町
に
つ
い
て

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
（
黒
磯
保
健
セ
ン

　

タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

夏の電気は上手に使おう！
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～
午
後
4
時
30
分

〈
試
験
〉 

▼
と
き　

10
月
29
日
㈬
午
後
2
時

～
4
時

〈
共
通
事
項
〉

▼
と
こ
ろ　

県
自
治
会
館
（
宇
都

宮
市
昭
和
1
―
2
―
16
）

▼
申
込
方
法　

公
益
財
団
法
人
と

ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

▼
申
込
期
間　

7
月
1
日
㈫
～
8

月
31
日
㈰
（
消
印
有
効
）

▼
そ
の
他　

申
込
書
類
は
、
公
益

財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
西
下
水
道
課
で
配
布

し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技

　

術
セ
ン
タ
ー

　

〠
３
２
１
―
０
９
７
４

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
―

　

２ 

☎
０
２
８
（
６
２
６
）
３
１
８
７

　

西
下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
１
０

  

研
修
・
教
室
・
講
座

防
衛
大
・
防
衛
医
大
入
学

者
、
自
衛
官
募
集

◆
防
衛
大
学
校
（
男
女
）

▼
試
験
日　

①
一
般
（
前
期
）
…
11
月
8
日
㈯
・

夏休み科学工作教室

図書館 わくわく工作教室

夏休み工作教室
　電気を貯めてかしこく使おう
　～スーパーキャパシタを使った
　　　　　　　　充電式ミニカーを作って走らせよう～
　原理や技術の応用についての解説があります。

○車輪付きで押すとコロコロ進む飛行機を作ってみよう

○ペットボトルに粘土を巻いて、人形や手さげかごを作　

　ろう

とき 内容 参加費 持ち物

7 月 26 日 ㈯ 午
前 10 時～正午

作って遊ぼう！
コロコロひこうき 100円 ハサミ

7 月 31 日 ㈭ 午
前 10 時～正午

ペットボトルとの
びる粘土で作ろう 200円

水彩絵の
具、ペッ
トボトル

とき　8 月 6 日㈬ 午後 2 時～ 4 時

ところ　西那須野図書館 2 階　資料室

対象　市内の中学生　　定員　20 人程度

講師　谷口元氏（日本内燃力発電設備協会、国土交通大学

　　　校専門課程講師）

　　　中瀬真氏（東京電機大学講師、工学博士）

参加費　900 円

申込開始　7 月 19 日㈯ 午前 9 時 30 分～

申し込み・問い合わせ　西那須野図書館　☎（36）6001

ところ　黒磯図書館　　対象　市内の小学 1 ～ 3 年生

定員　各 10 人

申込開始　7 月 18 日㈮ 午前 9 時 30 分～

申し込み・問い合わせ　黒磯図書館　☎（63）9031

スーパーキャパシタ
（蓄電装置）

〈
試
験
講
習
会
〉

▼
と
き　

9
月
26
日
㈮
午
前
10
時

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験
お
よ
び
試
験
講
習
会

◆
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▼
試
験
日　

９
月
27
日
㈯
・
28
日

㈰
の
い
ず
れ
か
指
定
し
た
日

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
内

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人▼
申
込
期
間　

8
月
1
日
㈮
～
9

月
9
日
㈫

◆
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

▼
試
験
日　

9
月
19
日
㈮
・
20
日

㈯
の
い
ず
れ
か
指
定
し
た
日

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
内
お
よ
び

大
田
原
市
内

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人▼
申
込
期
間　

8
月
1
日
㈮
～
9

月
9
日
㈫

◆
航
空
学
生
（
男
女
）

▼
試
験
日　

９
月
23
日
㈷
㈫

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
内

▼
対
象　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）
以
上
で
21
歳
未
満
の

人▼
申
込
期
間　

8
月
1
日
㈮
～
9

月
9
日
㈫

◆
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

　

大
田
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
９
４
０

平
成
26
年
度
「
ジ
ュ
ニ
ア

知
事
さ
ん
」
作
文
募
集

▼
受
験
資
格

①
刑
務
Ａ
（
男
子
）・
Ｂ
（
女
子
）、

刑
務
Ａ
・
Ｂ
（
武
道
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
9

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
刑
務
Ａ
・
Ｂ
（
社
会
人
）

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

刑
務
官
採
用
試
験

ま
れ
、
①
に
規
定
す
る
受
験
資
格

の
な
く
な
っ
た
人

▼
試
験
日

○
1
次
試
験
…
９
月
21
日
㈰

○
2
次
試
験
…
10
月
23
日
㈭
～
29

日
㈬
の
う
ち
、
第
1
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日

▼
申
込
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

７
月
22
日
㈫
午
前
９
時
～
7
月

31
日
㈭
（
受
信
有
効
）

○
郵
送
・
持
参

　

７
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮
（
消
印

有
効
）

※
申
込
用
紙
は
、
黒
羽
刑
務
所
庶

務
課
窓
口
ま
た
は
郵
便
（
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、
封
筒
の
表
面
に
赤
字
で

「
刑
務
請
求
」
と
表
記
）
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

法
務
省
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

　

〠
３
３
０
―
９
７
２
３

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

　

都
心
２
―
１　

さ
い
た
ま
新
都

　

心
合
同
庁
舎
2
号
館
13
階

　

☎
０
４
８（
６
０
０
）１
５
０
２

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

会

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
危
険

物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
7
日
㈭

○
給
油
取
扱
所
講
習
…
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

○
一
般
（
そ
の
他
）
講
習
…
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

大
田
原
市
金
田
北
地

区
公
民
館
（
大
田
原
市
市
野
沢

１
９
８
８
―
１
）

▼
対
象　

危
険
物
取
扱
施
設
に
お

い
て
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業

に
従
事
し
て
い
る
人

※
前
回
受
講
日
以
後
、
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
た
に
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
た
人
は
、
そ
の
日
か
ら
１
年

以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▼
講
習
区
分

○
給
油
取
扱
所
講
習
…
給
油
取
扱

所
で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
す
る

人○
一
般
（
そ
の
他
）
講
習
…
給
油

取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取
扱
施
設

で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
す
る
人

▼
講
習
科
目　

危
険
物
関
係
法
令

に
関
す
る
事
項
、
危
険
物
の
火
災

予
防
な
ど
に
関
す
る
事
項

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
参
加
費　

４
７
０
０
円

※
栃
木
県
収
入
証
紙
で
納
入
。

▼
申
込
期
間　

7
月
16
日
㈬
～
24

日
㈭
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

▼
そ
の
他　

講
習
会
の
案
内
、
受

講
申
請
書
は
、
大
田
原
地
区
広
域

消
防
組
合
予
防
課
、
消
防
署
・
各

分
署
に
あ
り
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
本
部
予
防
課　

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

　

一
般
社
団
法
人
栃
木
県
危
険
物

　

保
安
協
会　

　

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
０
４
３
８

　

県
で
は
、「
も
し
私
が
知
事
に

な
っ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み

た
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を

募
集
し
ま
す
。

　

知
事
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
と
ち

ぎ
の
た
め
に
や
り
た
い
こ
と
を
書

い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

県
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
小
学
4
～
6
年
生

▼
応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
に
ま
と
め
（
余
白
に

題
名
）、
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
を
記

入
の
上
、
県
広
報
課
あ
て
郵
送

▼
応
募
期
限　

9
月
8
日
㈪

▼
そ
の
他　

・
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で

の
受
賞
作
品
を
閲
覧
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
広
報
課

　

〠
３
２
０
―
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
1
―
1
―
20

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
１
５
８

火　災 救　急
建物 9 件 交通事故  　47 件

林野 1 件 急病   206 件

その他 14 件 その他   101 件
26 年の

累計 58 件 26 年の
累計  1,894 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 5月の火災と救急

9
日
㈰

②
推
薦
…
9
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

③
Ａ
Ｏ
…
９
月
27
日
㈯

▼
と
こ
ろ

①
宇
都
宮
市
内

②
③
防
衛
大
学
校
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
走
水
1
―
10
―
20
）

▼
対
象　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）
以
上
で
21
歳
未
満
の

人
（
推
薦
は
学
校
長
が
推
薦
す
る

人
）

▼
申
込
期
間

①
9
月
5
日
㈮
～
30
日
㈫

②
③
9
月
5
日
㈮
～
9
日
㈫

◆
防
衛
医
科
大
学
校
（
男
女
）

▼
試
験
日

○
看
護
学
科
…
10
月
18
日
㈯

○
医
学
科
…
11
月
１
日
㈯
・
２
日

㈰▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
内

▼
対
象　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）
以
上
で
21
歳
未
満
の

人▼
申
込
期
間　

9
月
5
日
㈮
～
30

日
㈫

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
試
験
日　

９
月
中
旬
～
10
月
中

旬
の
期
間
の
う
ち
指
定
し
た
日

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
市
内
お
よ
び

大
田
原
市
内

▼
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人▼
申
込
期
間　

8
月
1
日
㈮
～
9

月
9
日
㈫
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▼
実
施
期
間　

４
月
～
来
年
３
月

※
週
2
日
の
コ
ー
ス
で
す
。

▼
実
施
施
設　

Ａ
Ｔ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
、
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
Ｂ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス

▼
参
加
費　

５
６
３
８
円
（
３
カ

月
間
）

※
１
カ
月
あ
た
り
約
１
８
８
０
円

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
１
万
８
７
９
２
円
の
７

割
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま

す
。

▼
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
窓
口
で
申

し
込
み

▼
申
込
期
限　

12
月
26
日
㈮

〈
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
〉

　

被
保
険
者
の
健
康
増
進
の
た

め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
18
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

い
な
い
人

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

▼
内
容　

水
中
体
操
、水
中
歩
行
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
イ
チ
ャ
ー

～
初
心
者
の
た
め
の
登
山

教
室
～

　

初
心
者
を
対
象
に
、
登
山
の
基

礎
知
識
・
基
礎
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
た
那
須
登
山
を
実
施
し
ま

す
。
今
回
は
南
月
山
方
面
の
登
山

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰

（
1
泊
2
日
）

▼
と
こ
ろ　

な
す
高
原
自
然
の
家

▼
対
象　

県
内
在
住
の
成
人
で
、

健
康
に
不
安
の
な
い
人
、
登
山
経

験
の
少
な
い
人

▼
定
員　

25
人
程
度

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費　

７
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
性
別
、
年
齢
、
生
年
月

日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
F
A
X
番
号
を
記
入
の
上
、

F
A
X
ま
た
は
郵
便
で
申
し
込

み※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
。

▼
申
込
期
間　

7
月
20
日
㈰
～
8

月
20
日
㈬
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

な
す
高
原
自
然
の
家

　

〠
３
２
５
―
０
３
０
１

　

那
須
町
湯
本
１
５
７

　

☎
０
２
８
７
（
76
）
６
２
４
０

　

FAX
０
２
８
７
（
76
）
６
２
４
１

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
た
め
の
健
康
教
室

〈
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
〉

　

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
自
分

の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運
動
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

い
な
い
人　

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

▼
内
容　

健
康
度
測
定
（
基
礎
代

謝
量
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
体

水
分
量
、
肥
満
度
、
骨
量
な
ど
）、

各
種
マ
シ
ー
ン
を
用
い
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど

泳
ぎ
の
基
礎
な
ど

▼
実
施
期
間

○
第
2
回
…
9
月
～
11
月

○
第
3
回
…
12
月
～
来
年
2
月

※
週
2
日
の
コ
ー
ス
で
す
。

※
第
1
回
の
受
け
付
け
は
終
了
し

ま
し
た
。

▼
実
施
施
設
・
と
き
・
定
員

▼
参
加
費　

６
３
１
８
円
（
３
カ

月
間
）

※
１
カ
月
あ
た
り
２
１
０
６
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
2
万
１
０
６
０
円
の
７

割
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま

す
。

▼
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
窓
口
で
申

し
込
み

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
医
師
の
診

断
書
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
む
場
合
に
は
、
実
施
施

設
と
日
程
調
整
の
上
、
事
前
に
体

験
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

○
第
２
回
…
7
月
25
日
㈮
～
8
月

8
日
㈮

○
第
３
回
…
10
月
27
日
㈪
～
11
月

10
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

〈
共
通
事
項
〉

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

実施施設 とき 定員 電話番号
サンライズス
ポーツクラブ

（上厚崎）

午前９時 30 分～ 10
時 30 分（日・月曜を
除く週 2 日）

20 人 ☎（64）3231

ファインドス
ポーツクラブ

（西大和）

午 前 10 時 30 分 ～
11 時 30 分（水・土・
日曜を除く週 2 日）

10 人 ☎（36）0419

塩原あかつき
の湯（関谷）

午後 1 時～ 2 時（土・
日曜を除く週 2 日） 15 人 ☎（35）2711

平
成
26
年
度
屋
外
広
告
物

講
習
会

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
掲

出
物
件
の
設
置
に
関
し
、
必
要
な

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会

で
す
。

　

屋
外
広
告
業
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
人
、
屋
外
広
告
物
の
管
理

者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
は
必

要
に
応
じ
て
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

※
栃
木
県
屋
外
広
告
物
条
例
で

は
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む

場
合
は
、
営
業
所
ご
と
に
業
務
主

任
者
を
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
告
物
を

設
置
す
る
場
合
は
、
簡
易
な
広
告

物
を
除
き
、
管
理
者
を
置
く
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
27
日
㈬
午
前
9
時

10
分
～
午
後
4
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

県
庁
東
館
４
階
講
堂

（
宇
都
宮
市
塙
田
１
―
１
―
20
）

▼
申
込
期
間　

7
月
14
日
㈪
～
25

日
㈮
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
土
木
事
務
所
管
理
部
管

　

理
課

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
６
６
１
３

「
国
際
医
療
福
祉
大
学
第
5

回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
参

加
者
募
集

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
や
病
院
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
て
、
命
や
生
活
を

守
る
医
療
福
祉
の
大
切
さ
を
、
楽

し
み
な
が
ら
深
く
学
べ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

▼
と
き　

8
月
6
日
㈬
午
前
9
時

～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
対
象
・
定
員

○
小
学
生
（
利
用
者
）
コ
ー
ス

　

小
学
５
・
６
年
生
・
60
人

○
中
学
生
（
従
事
者
）
コ
ー
ス

　

中
学
１
～
３
年
生
・
60
人

▼
申
込
方
法　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
専
用
フ
ォ
ー

ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い

○
郵
便
・
F
A
X
…
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
間　

7
月
7
日
㈪
～
22

日
㈫
（
消
印
有
効
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

後
日
、
当
選
者
に
対
し
て
「
受
講

証
」
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
来
場

の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
事
業
者
表
示
適
正
化

技
術
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

食
品
表
示
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝

わ
る
よ
う
、
適
正
な
表
示
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
30
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

大
田
原
東
地
区
公

民
館
（
大
田
原
市
若
草
１
―

１
２
８
７
―
１
）

▼
対
象　

食
品
の
製
造
業
者
、
流

通
（
小
売
・
卸
・
輸
入
）
業
者

▼
定
員　

40
人

▼
内
容　

①
食
品
表
示
に
関
す
る
法
制
度

②
生
鮮
食
品
お
よ
び
加
工
食
品
表

示
の
適
正
化

③
食
品
表
示
の
適
正
な
実
施
に
向

け
た
取
組
の
重
要
性
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

７
月
28
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

関
東
農
政
局
大
田
原
地
域
セ
ン

　

タ
ー
表
示
・
規
格
チ
ー
ム

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
５
６
１
１

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
「
キ
ッ
ズ

　

ス
ク
ー
ル
」
係

　

〠
３
２
４
―
８
５
０
１

　

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
―

　

１

　

☎
０
２
８
７
（
24
）
３
０
０
０

　

FAX
０
２
８
７
（
24
）
３
１
０
０

上
級
救
命
講
習
会

　
　
　
　

受
講
者
募
集

　

こ
の
講
習
会
は
経
験
の
有
無
を

問
い
ま
せ
ん
。
救
命
技
能
を
修
得

し
た
い
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

 

7
月
27
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
6
時
（
午
前
８
時
40
分

か
ら
受
け
付
け
）

▼
と
こ
ろ 　

黒
磯
那
須
消
防
組

合
黒
磯
消
防
署

▼
対
象　

中
学
生
以
上
で
黒
磯
那

須
消
防
組
合
管
内
（
旧
黒
磯
市
・

那
須
町
）
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
し
て
い
る
人

▼
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・

小
児
・
幼
児
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、
副
子

固
定
や
熱
傷
の
手
当
て
、
傷
病
者

管
理
法
、
搬
送
法

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

7
月
16
日
㈬
午
前

8
時
30
分
～
22
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
１
１

　

板
室
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
69
）
０
１
１
９

塩

　●固定資産税　第 2 期
　●国民健康保険税　第 1 期
　●後期高齢者医療保険料　第 1 期
　●介護保険料　第 1 期

7 月の納税
7 月 31 日㈭が

納期限です

～納税は便利な口座振替で～

広　

告
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1819

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

とき　8 月 2 日㈯　午後７時～９時　　※荒天の場合は 3 日㈰に順延。
ところ　那珂川河畔公園

　ふるさとの夏を彩る「那須野ふるさと花火大会」が今年開催されます。この花火大会は、ふるさとの夏の風物詩
として多くの人に親しまれ、
　○このまちの将来を託す子どもたちに夢と感動を与えるために
　○このまちが心から愛せるふるさとであるために
　○このまちが明るく心豊かなまちであるために
をテーマに、隔年で開催されています。
　当日は、鮮やかな花火や趣向を凝らした仕掛け花火など、約 2 万発が夜空に輝きます。

第 16 回那須野ふるさと花火大会 2014
『未来』～子ども達を照らす HANABI ～

問い合わせ　
　那須野ふるさと花火大会実行委員会事務局　
　　　　　　　　　　　☎070（1255）1184

第 15 回那須野ふるさと花火大会の様子

ボランティア募集
　　最高の花火大会を一緒につくりませんか。
　　花火大会の運営を支えてくれるボランティアを募集　
　しています。年齢・性別は問いません。
　内容
　○大会前日：8 月 1 日㈮午後 1 時～ 6 時
　　会場設営など
　○大会当日：8 月 2 日㈯午後 1 時～ 11 時
　　会場設営、来場者へごみの持ち帰りを協力してもら　
　うためのごみ袋の配布など
　○大会翌日：8 月 3 日㈰午前 5 時 45 分～
　　会場の清掃、ごみの回収作業
　その他　詳細は那須野ふるさと花火大会ホームページ　
　　　　　でも確認できます
　問い合わせ　那須野ふるさと花火大会実行委員会
　（ボランティア担当：人見）　☎080（3272）3161

西
那
須
野
地
区
戦
没
者
追

悼
式

第
35
回
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
北
校
学
校
祭

　

毎
夏
、
西
那
須
野
地
区
出
身
の

戦
死
者
の
追
悼
式
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
15
日
㈮
午
前
11
時

50
分
～

▼
と
こ
ろ　

大
山
公
園
内
慰
霊
塔

前▼
申
込
期
限　

７
月
31
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

遺
族
連
合
会
西
那
須
野
支
部

　
（
稲
垣
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
７
２
４

▼
と
き　

8
月
2
日
㈯
～
3
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

北
校
（
矢
板
市
矢
板
54
）

▼
内
容　

学
習
成
果
の
発
表
（
２

日
の
み
）、
演
芸
発
表
・
そ
ば
打

ち
実
演
・
子
ど
も
広
場
（
３
日
の

み
）、
パ
ソ
コ
ン
体
験
、
作
品
展
、

バ
ザ
ー
、
陶
芸
体
験
、
野
点
（
お

茶
席
）
体
験
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　

☎
０
２
８
７
（
43
）
９
０
１
０

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

矢
板
東
高
等
学
校
附
属
中

学
校
の
学
校
説
明
会

高
次
脳
機
能
障
害
巡
回
相

談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相

談
会

市
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の

技
能
取
得
訓
練

　

7
月
31
日
の
「
土
地
家
屋
調
査

士
の
日
」
に
ち
な
み
、
土
地
、
建

▼
と
き　

7
月
27
日
㈰
午
前
9
時

～
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

矢
板
東
高
等
学
校
附

属
中
学
校
体
育
館
（
矢
板
市
東
町

4
―
8
）

▼
対
象　

小
学
生
、
保
護
者
、
学

校
関
係
者
な
ど
（
上
履
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

▼
定
員　

７
０
０
人

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
内
容　

教
育
内
容
、学
校
生
活
、

入
学
者
選
考
に
関
す
る
説
明

▼
そ
の
他　

学
校
見
学
会
を
8
月

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
に
よ

る
脳
の
損
傷
が
原
因
で
、
新
し
い

こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
、
単
純
な

ミ
ス
が
多
く
な
る
、
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

い
っ
た
症
状
で
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
の
保
健
・
福
祉
相
談
で
す
。

▼
と
き　

7
月
30
日
㈬
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

那
須
町
保
健
セ
ン

タ
ー
（
那
須
町
大
字
寺
子
乙

２
５
６
６
―
１
）

▼
定
員　

３
～
４
人

※
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

7
月
23
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー　

発
達
・
高
次
脳
機

　

能
障
害
支
援
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
６
１
１
４

　

遺
言
・
相
続
の
手
続
き
、
各
種

許
認
可
申
請
な
ど
、
暮
ら
し
と
役

所
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

▼
と
き　

7
月
26
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
2
階

会
議
室
3

▼
内
容　

遺
言
・
相
続
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
、
成
年
後
見
制
度
、

建
設
業
な
ど
の
許
可
申
請
、
外
国

人
の
在
留
資
格
、
土
地
利
用
、
自

動
車
の
登
録
、
交
通
事
故
保
険
金

請
求
に
関
す
る
こ
と
な
ど

▼
そ
の
他　

予
約
は
不
要
で
す
が

複
雑
な
相
談
・
準
備
の
必
要
な
相

談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
行
政
書
士
会
那
須
支
部
事
務

　

局
（
リ
ー
ド
ブ
レ
イ
ン
事
務
所

　

内
田
）

　
　
　
　
　

☎
（
74
）
６
４
２
２

▼
と
き　

8
月
19
日
～
9
月
19
日

の
毎
週
火
・
金
曜
午
後
７
時
～
９

時
（
全
10
回
）　

※
雨
天
中
止
の
場
合
の
予
備
日
は

9
月
23
日
㈫
・
26
日
㈮
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　

市
民
、
市
テ
ニ
ス
協
会

登
録
者

▼
定
員　

40
人

▼
参
加
費　

２
千
円
（
高
校
生
以

下
千
円
）

▼
申
込
期
間　

7
月
18
日
㈮
～
8

月
15
日
㈮

▼
そ
の
他　

詳
細
は
市
テ
ニ
ス
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
催
案
内
で

確
認
で
き
ま
す
（「
那
須
塩
原
テ

ニ
ス
協
会
」
で
検
索
）

▼
申
し
込
み

○
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
力
フ
ォ
ー
ム

○
電
話

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

▼
問
い
合
わ
せ　

　

那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会（
田
川
）

☎
０
９
０（
１
６
５
８
）４
４
３
２

※
問
い
合
わ
せ
は
午
後
５
時
30
分

以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
就
職
に
必

要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。　

▼
と
き　

9
月
5
日
㈮
～
10
月
29

日
㈬
午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

30
分　

▼
と
こ
ろ　

障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
（
さ
く
ら
市
桜
野

１
２
７
０
）

▼
コ
ー
ス
名　

基
礎
訓
練
科

▼
定
員　

５
人

▼
対
象　

知
的
・
精
神
障
害
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間　

7
月
14
日
㈪
～
8

月
8
日
㈮

▼
選
考　

8
月
21
日
㈭
に
面
接

▼
訓
練
内
容　

 

就
労
生
活
全
般
、

対
人
関
係
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
方
法
、
事
務
作
業
、
室
内
作
業

お
よ
び
農
園
作
業
な
ど
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
職
場
体
験
実
習
を
行
う

▼
受
講
料　

無
料

※
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
。

▼
申
し
込
み　

県
北
産
業
技
術
専

門
校
ま
た
は
居
住
地
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
北
産
業
技
術
専
門
校
職
業
能

　

力
開
発
担
当

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
４
０
０
０

が
ん
患
者
と
家
族
の
会「
お

し
ゃ
べ
り
茶
話
会
」

  

催
し

　

が
ん
患
者
と
家
族
の
会
「
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
那
須
」
は
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
人
が
、
普
段
言
え
な
い
悩

み
を
思
う
存
分
話
せ
る
「
お
し
ゃ

べ
り
茶
話
会
」を
開
い
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
3
土
曜
午
前
10

時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

街
中
サ
ロ
ン
東
な
す

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

街
中
サ
ロ
ン
東
な
す
「
ひ
な
た

　

ぼ
っ
こ
」

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
８
２
２
６

那須塩原駅東口

国道 4 号
至西那須野 至黒磯

コンビニエンスストア

「ひなたぼっこ」

物
の
表
示
登
記
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
27
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
土
地　

境
界
調
査
や
確
認
、
測

量
、
分
筆
登
記
、
地
積
更
正
登
記

地
目
変
更
登
記
、
合
筆
登
記
な
ど

▼
建
物　

新
築
登
記
、増
築
登
記
、

取
り
壊
し
の
登
記
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
北
那
須

　

支
部
（
阿
久
津
）

　
　
　
　
　

☎
（
72
）
１
３
６
３

22
日
㈮
午
前
8
時
30
分
～
10
時
30

分
に
実
施
し
ま
す
（
上
履
き
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
矢
板
東
高
等
学
校
附
属
中

　

学
校

　

☎
０
２
８
７
（
43
）
１
２
４
３
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↑「もくはち」放送中のスタジオ。毎週ゲストを招いて楽しいトークを届けます

中
なかざわともゆき

沢智之さん
　　　～プロフィール～
平成 21 年のインターネットテ
レビ「レディオアクアス」開局
時から、ボランティアスタッフ
のメンバーとして活動を続けて
いる。現在、毎週木曜午後 8時
からの放送番組「もくはち」に
パーソナリティとして出演中。
平成 22 年からレディオアクア
スの代表も務めている。

№3

　

レ
デ
ィ
オ
ア
ク
ア
ス
は
、
そ
す
い
ス
ク

エ
ア
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
の
オ
ー
プ
ン
と
合
わ
せ

て
平
成
21
年
に
開
局
し
、
今
年
で
6
年
目

を
迎
え
ま
す
。
開
局
当
時
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
番
組
の
生
配
信
が
普
及
し
始

め
た
時
期
で
も
あ
り
、
ま
ち
の
情
報
提
供

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
、
倉
庫
に
な
る
予
定
で
あ
っ
た
部
屋

を
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
使
用
し
放
送
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
会
社
勤
め
を

し
て
い
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
終
え

て
か
ら
ス
タ
ジ
オ
に
出
向
い
て
い
ま
す

が
、
お
も
し
ろ
そ
う
な
こ
と
に
貪
欲
な
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
て
、
市
外
に
向
け

て
の
観
光
情
報
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
便
利
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
の
制
作
に
あ
た
り
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
自
身
が
興
味
を
持
ち

楽
し
め
る
情
報
を
視
聴
者
に
伝
え
る
こ
と

で
す
。
放
送
で
紹
介
し
た
店
舗
か
ら
「
番

組
を
見
た
お
客
さ
ん
が
店
に
来
た
よ
」
と

聞
い
た
時
に
は
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

　

番
組
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知

ら
な
か
っ
た
情
報
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
以
上
に
那
須
塩
原
に
興
味
を

持
ち
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
数
多
く
の
情
報

を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
の
連
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
那
須
塩
原
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

　「
レ
デ
ィ
オ
ア
ク
ア
ス
」
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
0
2
8
7（
64
）2
6
5
6

　

那
須
塩
原
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
は
、
そ
す
い
ス
ク
エ
ア
Ａあ

く

あ

す

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
（
西
大
和
）
の

ス
タ
ジ
オ
で
通
常
月
曜
～
金
曜
日
の
午
後
8
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
や
店
舗
の
情
報
を
中
心
に
放
送
し
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
レ
デ
ィ
オ
ア
ク
ア
ス
」
の
代
表
を
務
め
る
中
沢
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人 ～輝き続ける元気な人たち～

感動や楽しさをもっと多くの人に伝
えることで、誰かが・何かが変わっ
ていくことを実感しています。

  レディオアクアス 検 索


